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このフレックスに使用されている成分や用量は臨床調査の研究に基

づいたものです。健全で痛みのない関節のための、組織内の環境を

整えるために作られたエニーバ社独自ブレンドです。 

フレックスが最大な効果を発揮することが出来るよう、当エニーバ

社が独自に開発した水溶性デリバリー・システムを使用していま

す。 
 

 軟骨の強化 

 かつ膜（関節の内側を覆う結合組織）の強化 

 柔軟な関節の可動性を保つ 

 痛みのない関節 
 

グルコサミンとは小さな分子が集まったブロックのような固まりで、軟骨の生成や

関節の潤滑性向上の働きがあります。グルコサミン塩酸塩（HCL）はグルコサミン

の種類のひとつで、近年広範囲によって研究されており、体にも良い影響をもたら

してくれることが証明されています。 

 

  

 

近年の研究によると、グルコサミンは身体の細胞の修復、または軟骨の構成に関して非常に重要な鍵となる役割をもっている

という確信ある結果がレポートされています。関節に必要不可欠な要素を直接与えることによって、グルコサミンが健全な関

節をサポートしようと働きます。研究によって、他の関節を支える要素と比べて、グルコサミンはより素早く体内に吸収され

ることがわかっています。更に、グルコサミンは軟骨を生成するだけでなく、関節の潤滑液を生成するという役割もあること

も証明されています。 
 

多くの研究によって、バランスのとれた食事に加えて、１日２回 1000 ﾐﾘｸﾞﾗﾑのグルコサミンを摂取することが健康的に非常に

効果があると証明されています。１日分のエニーバ社のフレックスはこの推奨されている分量に合致しています。適量のグル

コサミンを摂取することに関係した副作用の事例は報告されていません。 
 

コンドロイチンとは、グルコサミノグリカンという軟骨に含まれるプロテオグリカンという要素に含まれています。これは硫

酸化物質であるウロン酸と N-アセチルガラクトサミンの相乗作用によって作られています。コンドロイチンは軟骨を構成して

いる成分の一つで、主に関節の潤滑液に含まれています。 

科学者達は、コンドロイチン硫酸塩が体内でどのように働くかを証明することを困難に感じている中、多々ある説のひとつで

（あるいはそれらの説の全てが同じことを指針しているとも言えるのですが）コンドロイチン硫酸塩の働きを証明できるもの

があります。 
 

その説とは、突き詰めて説明すると、コンドロイチンが、軟骨が自己修復をする働きをするためのサポートとしてのブロック

を提供する、ということです。また、コンドロイチンは関節の軟骨を破壊する酵素を防御する働きがあるとも言われていま

す。他の説では、コンドロイチンがヒアルロン酸の量を関節内で増量させると言われています。ヒアルロン酸とは関節が常に

潤っている状態を保つための液です。そして、コンドロイチンは、炎症効果を抑える働きもあるとわかってきました。 

科学者達は、まだこれらのメカニズムを確証もって説明することができません。しかしながら、最新の臨床実験よりこのコン

ドロイチンが関節に対して安全で効果があるということが証明されています。 
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 関節のサポート＆快適さを 

液状化にしました 

 

 

この力強い成分、タイプ２コラーゲンが、健康的なお肌と関節の機能を保つ鍵と

なります。含まれているのが鍵です。体内には１４種類のコラーゲンがあります

が、タイプ２は関節マトリックスに豊富に存在するコラーゲンです。このタイプ

２コラーゲンは３０年にもわたるプラシボ実験の結果、実際にダメージのある関

節の軟骨をサポートすることがわかりました。 

タイプ２コラーゲンには濃縮されたコンドロイチン硫酸塩–A が含まれており、

炎症を抑えたり関節組織をサポートしたりします。また、タイプ２コラーゲンの

中には、最近の研究で発見された抗酸化プロテオグリカンである軟骨マトリック

ス糖タンパク質（CMGP）が含まれており、関節の酸化によるダメージを助ける

働きがあると証明されました。 
 

メチルスルホニルメタンとは自然界に存在する有機性の硫黄のことです。全ての

生命体の液体や組織の中に存在しています。また、生の食べ物にも含まれている

のですが、その殆どが調理の過程で失われています。メチルスルホニルメタン

は、貯蔵時や配送時、冷蔵時や料理する時によって消失されてしまいます。また

メチルスルホニルメタンは水分と融合する性質（親水性）をもっているため、身

体が脱水症状になった場合、そちらへ（水分がある場所へ）流されてしまいま

す。そのため、貯蔵されているもの、冷蔵されているものや料理されたものは、

このメチルスルホニルメタンが含まれていないのです。体内では、このメチルス

ルホニルメタンが細胞の修復に使われたり、新しく健康な細胞を作り出す働きが

あります。または、細胞壁の浸透性を高め、老廃物を細胞外へ放出する働きもし

ています。 

 メチルスルホニルメタンには、細胞の組み立てたり柔らかい組織を融合するとて

も重要な役割があります。硫黄はタンパク質と密接な関係があり、メチオニンと

シスチンのように必須アミノ酸の中に含まれています。それは、皮膚と骨の両方

にとって必要不可欠な成分である各種ミネラルの合成と、それに柔軟性を与える

コラーゲン合成にとってなくてはならないものです。また、これらは炭水化物の

新陳代謝にとっても重要な要素です。 
 

これらのビタミンは、研究によって関節の健康を促進させるという役割があると

言われています。ビタミン B６は滑膜（関節の内側を覆う結合組織）の健康を促

進させ、また関節の内側にあるヒアルロン酸で、特に手首の関節を維持するにあ

たって必要不可欠と言われています。 

更に、ビタミン B６はコルチゾンという炎症を抑える要素の製造を促します。ビ

タミン B５はビタミン B の仲間で、脂肪酸やステロイド、リン脂質のように生物

化学物質の代謝に関与するコエンザイム–A の成分です。これらの成分は体内の炎

症性経路に密接に関係しています。 
 

ビタミン C はビタミンの中で恐らく最も研究されている要素です。ビタミン C は

骨や靭帯、腱や血管を作るための重要なコラーゲンの要素として欠かせないもの

なのです。多くの研究は、ビタミン C が関節組織の健康を促すとして認識してい

ます。実際、“壊血病”というビタミン C 欠乏症によって、コラーゲンの要素を

主に形成されている口腔歯肉組織が破壊され、最終的に失歯という結果を招くこ

とさえあるのです。 
 

ホワイト・ヤナギエキスとはヨーロッパやアジア由来のヤナギの木から収穫でき

る樹液（エキス）です。このエキスは何千年もの間、傷や炎症を抑える妙薬とし

て使われてきました。研究によって、プラシボを飲んでいる患者さんよりも、ホ

ワイト・ヤナギ・エキスを飲んでいる患者さんの方が骨の関節炎の痛みが和らぐ

ということがわかっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


